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駒
場
友
の
会
第
四
回
演
奏
会

駒
場
友
の
会
主
催
に
よ
る
第
四
回
演
奏
会
が
、

十
一
月
十
四
日（
水
）十
八
時
よ
り
、駒
場
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
音
楽
実
習
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
は
、
ロ
シ
ア
の
若
手
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
ユ
リ
ア
・
チ
ャ
プ
リ
ー
ナ
さ
ん
。
駒

場
友
の
会
主
催
第
一
回
演
奏
会
に
出
演
し
て
下

さ
っ
て
以
来
二
年
ぶ
り
の
駒
場
。二
〇
歳
に
な
っ

た
ば
か
り
の
チ
ャ
プ
リ
ー
ナ
さ
ん
で
す
が
、
来

日
直
前
に
発
売
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
「
バ
ダ
ジ
ェ
フ
ス

カ
・
ピ
ア
ノ
作
品
集
│
乙
女
の
祈
り
│
」
が
新

聞
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
注
目
度
は

高
く
、
友
の
会
演
奏
会
の
切
符
は
あ
っ
と
い
う

間
に
「
売
り
切
れ
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

会
場
は
開
演
前
か
ら
熱
気
に
溢
れ
、
シ
ル
バ
ー

の
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
た
チ
ャ
プ
リ
ー
ナ
さ
ん
が

「
乙
女
の
祈
り
」
を
弾
き
始
め
る
と
、
そ
の
美

し
い
音
楽
に
一
同
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
バ
ダ

ジ
ェ
フ
ス
カ
の
四
曲
に
つ
づ
い
て
、
シ
ョ
パ
ン
の

バ
ラ
ー
ド
第
一
番
と
第
四
番
。
休
憩
の
後
、パ
ッ

ヘ
ル
ベ
ル
の
「
カ
ノ
ン
」（
リ
ャ
プ
ノ
フ
編
曲
）、

バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
パ
ル
テ
ィ
ー

タ
第
三
番
（
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
編
曲
）、ス
ク
リ
ャ
ー

ビ
ン
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
「
黒
ミ
サ
」、
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
の
バ
レ
エ
組
曲
「
く
る
み
割
り
人
形
」

（
プ
レ
ト
ニ
ョ
フ
編
曲
）
か
ら
「
こ
ん
ぺ
い
糖
の

踊
り
」
な
ど
三
曲
が
演
奏
さ
れ
て
予
定
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
終
わ
り
ま
し
た
。
鳴
り
や
ま
な
い
拍

手
に
こ
た
え
て
、チ
ャ
プ
リ
ー
ナ
さ
ん
が
流
ち
ょ

う
な
英
語
で
挨
拶
、
小
島
学
部
長
が
ロ
シ
ア
語

で
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
シ
ョ
パ
ン
の
エ

チ
ュ
ー
ド
第
二
四
番
の
演
奏
が
あ
り
、
終
演
と

な
り
ま
し
た
。

駒
場
の
樹
木
を
め
ぐ
る

講
演
会
と
イ
ベ
ン
ト

平
成
十
九
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
が
、

十
一
月
十
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
、
駒
場
友
の

会
主
催
に
よ
る
駒
場
の
樹
木
を
め
ぐ
る
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
も
本
年
で
三

回
目
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
も
、
過
去
二
回
講

演
を
お
願
い
し
た
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究

科
教
授
・
北
海
道
演
習
林
長
の
梶
幹
男
先
生
に

講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
演
題
目

は
「
ブ
ナ
学
こ
と
は
じ
め
」
で
し
た
。
講
演
会

を
昨
年
に
引
き
続
き
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ザ
で
行
い
、
そ
の
後
、
駒
場
の
樹
木

に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
付
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
、

会
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
と
駒

場
図
書
館
の
間
の
広
場
で
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
昨
年
同
様
、
雨
の
荒
れ
模
様
の
天
気
で
、

残
念
な
が
ら
講
演
会
は
少
し
予
想
を
下
回
る
人

数
で
し
た
。

講
演
内
容
は
、
昨
年
の
「
カ
エ
デ
学
こ
と
は

じ
め
」
に
続
く
、
こ
と
は
じ
め
シ
リ
ー
ズ
で
、

今
年
は
、
ブ
ナ
が
取
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ブ

ナ
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
里
山
の
樹
種
で
す
が
、

そ
の
分
布
の
特
徴
が
豊
富
な
写
真
で
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、今
回
は
、演
習
林
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
の
研
究
内
容
の
紹
介
も
あ
り
、
北
海
道

の
北
限
の
分
布
が
何
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
る

か
な
ど
の
研
究
成
果
が
興
味
深
く
語
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
は
幸
い
に
も
、
天
候
が
小
雨
程
度
ま

で
に
は
回
復
し
、
プ
レ
ー
ト
掛
け
の
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
ど
お
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
プ
レ
ー
ト
掛
け
を
行
っ
た
場
所
は
、
旧

駒
場
寮
の
建
物
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
幾
つ
か

の
貴
重
な
大
木
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
今
回
の
プ
レ
ー
ト
を
参
考
に
駒
場
に
ど
の
よ

う
な
木
が
あ
る
か
、
巡
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

教
養
学
部
正
門
修
復
募
金
報
告

長
年
、
駒
場
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
教
養
学
部
正
門
は
、
昭
和
十
三
年
に
旧

制
第
一
高
等
学
校
の
正
門
と
し
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
が
、
昭
和
二
四
年
の
新
制
東
京
大
学
発
足

に
伴
っ
て
教
養
学
部
の
正
門
と
な
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
門
は
、
長
年
の
風
雨
や
毎
日
の
開
閉
の

た
め
に
損
傷
が
著
し
く
、
柏
葉
章
（
鋳
鉄
製
）

が
脱
落
す
る
な
ど
し
て
危
険
な
状
態
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
教
養
学
部
は
、
原
形
の
通
り
門
扉
を
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復
元
製
作
す
る
方
針
を
立
て
ま
し
た
。
門
扉
は

檜
の
一
枚
板
を
組
み
合
わ
せ
た
扉
四
枚
か
ら
な

る
構
造
で
、
製
作
と
設
置
に
非
常
に
多
額
の
資

金
を
要
し
ま
す
。
駒
場
友
の
会
は
、
一
高
同
窓

会
や
教
養
学
部
ベ
テ
ラ
ン
会
と
協
力
し
て
、
費

用
の
一
部
に
充
て
る
た
め
の
募
金
を
実
施
し
、

多
数
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
十
六
日
に
古
い
門
は
撤
去
さ
れ
、

現
在
は
仮
門
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い

門
は
三
月
下
旬
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
回
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
駒
場
友
の
会
の

会
員
・
会
友
、
ベ
テ
ラ
ン
会
の
方
々
の
お
名
前

は
以
下
の
通
り
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

明
石　

康 

秋
田　

安
代

秋
山　

弘
美 

秋
山　

み
ゆ
き

浅
井　

清
成 

浅
岡　

宏
子　

浅
島　

誠 

浅
野　

攝
郎

浅
見　

俊
雄 

足
立　

利
子

安
達　

裕
之 

阿
部　

龍
藏

天
野　

保
枝 

荒
木　

昭
太
郎

安
藤　

忠
雄 

飯
野　

泰
子

五
十
嵐　

一
美 

石
井　

全

石
井　

恵
子 

石
川　

一
美

石
川　

聖
二 

石
黒　

悦
子

伊
豆
山　

健
夫 

一
澤　

宏
良

市
村　

宗
武 

伊
藤　

薫

伊
東　

俊
太
郎 

伊
藤　

弘
高

伊
藤　

文
影 

伊
藤　

芳
子

今
堀　

和
友 

井
村　

順
一

入
谷　

き
よ
子 

慶
田　

雅
洋

岩
田　

一
政 

岩
堀　

厚
司

岩
本　

振
武 

岩
本　

文
明

上
野　

紘
機 

植
村　

博
昭

植
村　

優
子 

臼
田　

裕

宇
津
木　

光
世 

宇
野　

敏
行

梅
本　

吉
彦 

江
口　

裕
子

遠
藤　

郁
夫 

大
内　

江
公

大
岸　

良
恵 

大
島　

哲
也

大
津　

信
行 

大
塚　

哲
子

大
森　

玲
子 

岡
藤　

光
子

小
川　

猛 

小
川　

正
孝

尾
崎　

博
子 

小
沢　

恵
津
子

小
田
嶋　

豊 

落
合　

卓
四
郎

小
野　

悦
子 

小
野　

治

小
野
田　

隆 

小
原　

弘
行

小
尾　

信
彌 

小
渕　

裕
子

笠
田　

守 

風
間　

勝
昭

笠
間　

憲
二 

鍛
治　

哲
郎

嘉
治　

元
郎 

勝
俣　

鎭
夫

加
藤　

栄 

加
藤　

信
吾

金
子　

信
子 

兼
子　

晴
久

加
野　

象
次
郎 

川
井　

光
子

川
喜
田　

正
夫 

川
口　

昭
彦

川
口　

順
子 

川
田　

侃

川
西　

進 

菊
地　

一
雄

菊
地　

佐
知
子 

城
口　

豊
子

岸　

清
香 

岸
本　

千
種

岸
谷　

敞
子 

木
畑　

洋
一

木
村　

武
二 

釘
宮　

徹
郎

櫛
田　

香
子 

久
保　

隆
彦

熊
谷　

光
子 
熊
坂　

真
紀

倉
澤　

み
ど
り 
栗
川　

幸
子

黒
岡　

久
美 
黒
川　

衛

黒
田　

善
雄 

桑
名　

幸
夫

桑
原　

佐
用
子 

小
出　

す
み
子

神
品　

芳
夫 

幸
田　

薫

古
賀　

美
智
子 

小
嶋　

徹

小
島　

憲
道 

小
島　

玲
子

古
城　

佳
子 

小
谷　

幸
雄

小
谷
口　

行
雄 

小
林　

寛
道

小
林　

久
美
子 

小
林　

啓
二

小
林　

敬
幸 

小
林　

俊
三

小
林　

敬
明 

小
林　

善
彦

小
堀　

桂
一
郎 

小
山　

弘
志

小
山　

幸
夫 

小
柳　

博

近
藤　

雅
子 

紺
野　

鉄
二

齋
藤　

毅 

齋
藤　

正
男

齊
藤　

み
ね
子 

坂
井　

榮
八
郎

酒
井　

哲
哉 

酒
井　

良

酒
谷　

聡 

坂
本　

敬
子

櫻
井　

捷
海 

桜
井　

浩
之

櫻
田　

鐡
之
助 

佐
々
木　

公
子

佐
々
木　

泰
三 

佐
藤　

幸
喜

佐
藤　

純
一 

佐
藤　

節
子

佐
藤　

哲
夫 

佐
藤　

俊
夫

佐
藤　

浩
子 

佐
藤　

博
俊

佐
藤　

正
彦 

佐
藤　

良
明

佐
藤　

頼
子 

澤
田　

栄
二

繁
桝　

算
男 

志
田　

綾
子

篠
沢　

恭
助 

柴
山　

尚
士

嶋　

幸
枝 

島
田　

猛

清
水　

祈 

清
水　

國

光
下　

薫 

下
井　

守

朱
牟
田　

静
雄 

庄
野　

邦
彦

白
石　

喜
久
夫 

白
石　

耕
三

新
川　

健
三
郎 

菅
原　

正

杉
浦　

美
智 

杉
田　

雅
彦

杉
山　

忠
一 

鈴
木　

賢
次
郎

鈴
木　

禎
宏 

鈴
木　

英
夫

鈴
木　

雅
子 

鈴
木　

美
奈
子

数
土　

直
方 

須
藤　

一
美

関
原　

朗 

世
古
口　

宣
子

千
代　

英
毅 

曽
部　

貴
弘

平　

剛
美 

高
橋　

和
彦

高
橋　

照
美 

高
橋　

正
征

高
橋　

眞
理 

高
橋　

満

高
浜　

孝
光 

瀧
田　

佳
子

宅
間　

宏 

竹
内　

覚

竹
内　

敬
人 

武
富　
　

保

田
﨑　

隆 

田
島　

万
紀

辰　

紘 

立
松　

俊
彦

田
中　

千
鶴 

田
中　

洋

田
邉　

裕 

谷
口　

糺

種
子
田　

敬 

玉
川　

洋
子

千
貫　

映
子 

塚
本　

明
子

塚
本　

健 

築
地　

美
貴
子

辻　

瑆 

土
屋　

荘
次

筒
井　

若
水 

堤
野　

み
ど
り

坪
井　

均 

出
口　

努

手
島　

章 
手
嶋　

良
夫

田　

朝
子 
傳
田　

章

遠
山　

敦
子 
東
ヶ
崎　

茂

東
ヶ
崎　

民
代 

戸
苅　

晴
彦

十
時　

慶
子 

十
時　

博
信

戸
根　

修 

戸
根　

美
智
子

利
根
川　

徳
吉 

富
井　

明
子

富
田　

晴
雄 

友
田　

修
司

永
岡　

利
之 

中
川　

章

中
里　

寛 

中
嶋　

浩
二

中
島　

卓
也 

中
嶋　

寛
之

永
田　

隆
史 

長
塚　

三
喜
男

中
野　

克
己 

中
野　

久
美
子

中
村　

健
二 

中
村　

龍
雄

中
村　

尋
雄 

中
村　

保
夫

永
安　

克
行 

仲
山　

恵

中
山　

征
雄 

中
山　

喜
雄

那
須　

崇
夫 

難
波
江　

元
広

並
木　

静
雄 

行
方　

昭
夫

成
田　

篤
彦 

成
田　

正
路

西
内　

毅 

西
川　

治

西
川　

一
英 

西
中
村　

浩

西
原　

幹
雄 

西
村　

淑
子

新
田　

義
之 

沼
尾　

文
子

根
岸　

勇 

根
橋　

剛

野
口　

修 

野
崎　

昭
弘

能
登
路　

雅
子 

野
中　

勝

野
村　

茂
樹 

芳
賀　

勇

芳
賀　

久
雄 

萩
原　

透

羽
柴　

正
市 

長
谷
川　

寿
一

長
谷
川　

容
一 

長
谷
山　

路
夫

畑　

輝
雄 

波
多
野　

道
弘

八
賀　

高
徳 

八
田　

誠

花
元　

慶
一 

羽
間　

美
紀
子

濱
本　

洋
子 

早
川　

二
郎

林　

利
彦 

林　

以
礼

林　

弘
行 

原　

美
奈

原
田　

健 

原
田　

圭
基

原
田　

義
也 

久
光　

伸
子

日
向　

忠
久 

兵
頭　

隆

兵
頭　

俊
夫 

平
川　

紀
久
子

平
沢　

裕
子 

平
澤　

泠

平
田　

久
雄 

平
田　

元
次

比
留
川　

勝 

広
瀬　

美
緒
子

樋
渡　

雅
人 

福
井　

俊
彦

福
島　

直
之 

福
住　

俊
男
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福
住　

裕
子 

藤
井　

志
保
美

藤
尾　

天
右 

藤
﨑　

源
二
郎

藤
島　

牧
子 

藤
田　

秀
光

藤
本　

尚
道 

穂
苅　

真
里
子

保
坂　

一
夫 

本
間　

長
世

本
間　

康
之 

前
田　

寛
二

前
田　

正
史 

前
野　

敦
子

槇　

則
子 
牧
岡　

邦
子

増
田　

セ
イ
子 
増
田　

真
理
子

松
浦　

雅
恵 
松
尾　

浩
也

松
岡　

澄
代 

松
田　

健
一

松
中　

由
美 

松
本　

忠
夫

松
本　

八
重
子 

三
浦　

和
彦

三
浦　

伸
夫 

三
角　

洋
一

水
本　

深
喜 

宮
川　

雅
雄

三
宅　

文
男 

宮
坂　

泰
行

宮
田　

和
子 

宮
田　

昌
子

武
藤　

裕
子 

村
井　

民
子

村
瀬　

サ
エ
子 

村
田　

弘
之

村
田　

雄
二
郎 

村
山　

僖
和
子

毛
利　

秀
雄 

森
川　

建
夫

守
田　

泰
久 

森
永　

健
二

森
本　

真
知
子 

森
本　

光
雄

矢
島　

賢
悟 

安
原　

清
蔵

矢
野　

岳 

山
内　

明
子

山
岡　

憲
夫 

山
影　

幸

山
影　

良
三 

山
口　

久
美
子

山
口　

容
子 

山
崎　

勝
之

山
﨑　

圭
次
郎 

山
下　

泉

山
下　

肇 

山
下　

玲
子

山
本　

厚
子 

山
本　

泰

油
井　

大
三
郎 

横
山　

勝
雄

横
山　

満
之 

吉
田　

達
正

吉
田　

昌
克 

吉
富　

達
彦

吉
安　

早
女 

米
川　

哲
夫

米
倉　

満 

米
田　

穣

若
林　

秀
夫 

和
田　

和
美

渡
邊　

晴
美 

渡
邉　

一
司

渡
邉　

正
男 

綿
抜　

邦
彦

渡
辺　

啓 

Ｓ
32
Ｌ
Ｉ
─

3
Ｂ

三
八
五
名
（
敬
称
略
）

合
計
金
額
＝
三
四
〇
万
八
千
円

教
養
の
道
、
そ
し
て
歴
史
の
道

浅
島　

誠

昨
年
は
東
大
創
立
百
三
〇
周
年
記
念
の
年
で

あ
っ
た
。
百
三
〇
年
に
ち
な
ん
で
東
大
で
は
学

内
外
は
じ
め
東
大
の
創
立
百
三
〇
周
年
記
念
事

業
と
し
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
百
五
〇
余
り

開
催
さ
れ
る
と
同
時
に
東
大
の
海
外
拠
点
も

百
三
〇
カ
所
余
り
を
越
え
て
、
国
際
的
に
も
大

き
く
活
動
の
場
を
拡
げ
て
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か

小
宮
山
総
長
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
よ
る

学
生
企
画
イ
ベ
ン
ト
、
国
際
会
議
、
教
育
や
研

究
活
性
化
の
シ
ス
テ
ム
作
り
な
ど
、
昨
年
一
年

間
は
東
大
に
と
っ
て
も
激
動
の
年
で
あ
っ
た
と

思
う
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
小
生
は
昨
年
三
月
に
東

大
を
定
年
退
職
し
た
後
、
四
月
よ
り
古
田
、
高

橋
両
理
事
の
御
退
任
に
伴
っ
て
、
そ
の
重
責
を

負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
古
田
元
夫
理

事
の
行
っ
て
い
た
教
育
、
留
学
生
、
学
生
担
当

と
佐
藤
慎
一
理
事
の
行
っ
て
い
た
国
際
の
担
当

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
前
任
の
お
二
人
の
理
事

は
真
面
目
で
、
き
ち
ん
と
ま
と
め
、
こ
と
を
順

序
立
て
て
や
る
方
で
あ
っ
た
の
で
、
不
器
用
な

私
な
ど
そ
の
四
役
を
一
人
で
や
る
に
は
あ
ま
り

に
も
任
が
重
す
ぎ
る
。

そ
の
よ
う
な
一
連
の
動
き
の
中
で
、
小
宮
山

総
長
は
東
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
（
駒
場
、本
郷
、柏
、

白
金
）
に
「
知
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
を
つ
く
る

こ
と
を
提
唱
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
色
を

「
知
」
で
も
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
駒
場
は
Ⅰ
と
Ⅱ
の
二
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
な
る
が
、
こ
こ
で
は
駒
場
Ⅰ
（
教
養
学
部
）

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
述
べ
る
。

駒
場
に
は
い
ろ
い
ろ
な
名
所
が
あ
り
、
記
念

の
場
所
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
何
と
言
っ
て

も
一
号
館
裏
の
あ
の
一
直
線
中
央
道
の
銀
杏
並

木
は
四
季
折
々
に
私
達
の
心
を
豊
か
に
し
、
又
、

自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。
毎
日
通
る
あ
の
道
が
「
教
養

の
道
」
と
命
名
さ
れ
た
。
一
番
西
側
は
坐
禅
堂

に
端
を
発
し
、
東
側
は
旧
一
高
駒
場
寮
跡
地
に

見
事
に
建
設
さ
れ
た
学
生
の
福
利
・
厚
生
施
設

で
あ
る
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
に

つ
な
が
る
お
よ
そ
五
〇
〇
ｍ
の
道
で
あ
る
。
駒

場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
由
緒
あ
る
知
の
「
教
養
の
道
」

の
名
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い

る
。も

う
一
つ
は
「
歴
史
の
道
」
で
あ
る
。
そ
れ

は
正
門
前
に
聳
え
る
本
館
（
一
号
館
）
を
中
心

に
し
、
左
右
に
対
に
建
て
ら
れ
て
い
る
駒
場
博

物
館
と
九
〇
〇
番
教
室
（
一
高
時
代
の
倫
理
講

堂
）、
一
〇
一
号
館
、
本
館
の
裏
に
あ
る
護
国
章
、

正
門
扉
の
一
高
時
代
か
ら
の
柏
葉
章
、
農
学
の

碑
、
一
高
こ
こ
に
あ
り
き
の
碑
、
ア
リ
ヴ
ェ
先

生
と
プ
ッ
チ
ー
ル
先
生
の
銅
像
、
嗚
呼
玉
杯
之

碑
な
ど
旧
農
学
部
跡
地
と
旧
制
第
一
高
等
学
校

の
記
念
建
造
物
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
東
大
の
も
つ
教
養
学
部
の
前
身
の
一

高
の
精
神
を
引
き
継
い
だ
重
み
と
学
問
の
礎
の

「
歴
史
の
道
」で
あ
る
。駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
々

に
一
高
の
伝
統
の
面
影
と
新
制
の
東
大
教
養
学

部
の
重
要
性
を
「
教
養
の
道
」
と
「
歴
史
の
道
」

と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
次
世
代

の
若
い
人
達
が
育
つ
教
養
学
部
に
と
っ
て
も
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

私
は
「
東
大
百
三
〇
周
年
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

の
中
で
、
東
大
で
一
番
好
き
な
場
所
は
と
問
わ

れ
た
時
に
、
駒
場
の
野
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

周
囲
の
自
然
、
と
り
わ
け
桜
並
木
と
書
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
奥
ま
っ
た
自
然
の
中
に
私
の

研
究
室
が
あ
り
、
い
つ
も
こ
の
景
色
を
眺
め
な

が
ら
イ
モ
リ
や
カ
エ
ル
を
相
手
に
研
究
と
教
育

が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
自
然
と
文
化
、
学
問
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

る
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
は
こ
れ
か
ら
も
自
然
と
学

問
、
そ
し
て
そ
こ
に
い
る
人
々
が
調
和
し
な
が

ら
最
高
の
学
府
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

（
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
理
事
、
副
学
長
）

駒
場
の
Ｄ
Ｎ
Ａ 

五
十
嵐　

雅
子 

な
に
げ
な
く
想
い
出
す
駒
場
は
三
〇
年
前
、

女
子
学
生
は
学
年
三
千
名
の
う
ち
九
〇
名
ほ
ど

と
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
め
ず

ら
し
い
生
き
物
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
て
き
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
自
ら
進
ん
で
そ
う
な
っ
た

の
で
は
な
い
。
こ
と
の
な
り
ゆ
き
な
の
で
あ
る
。
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そ
の
な
り
ゆ
き
の
ま
ま
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
学

校
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。
昨
年
は
「
渋
沢
記

念
深
谷
人
づ
く
り
特
区
」
と
い
う
こ
と
で
、
広

域
通
信
制
の
創
学
舎
高
等
学
校
を
立
ち
上
げ
た
。

不
登
校
、
中
退
者
を
対
象
と
し
た
学
校
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
二
つ
の
刺
激
的
な
出
会
い
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
は
東
京
生
ま
れ
の
東
京
育
ち
、

地
方
や
地
域
行
政
と
い
う
言
葉
は
生
活
の
中
に

な
か
っ
た
。
構
造
改
革
特
区
と
い
う
こ
と
で
、

深
谷
市
の
市
長
や
市
役
所
の
行
政
マ
ン
と
の
協

力
体
制
が
始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
実
感
さ
れ
た
一

極
集
中
都
市
東
京
と
人
口
十
四
万
の
近
郊
中

都
市
深
谷
と
い
う
い
わ
ゆ
る
地
方
の
ギ
ャ
ッ
プ

は
、
ま
と
い
つ
く
赤
城
お
ろ
し
の
ど
こ
か
や
さ

し
い
激
し
さ
と
あ
い
ま
っ
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
を
生
み
つ
づ
け
る
も
と
と
な
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
出
会
い
は
、
生
徒
た
ち
。
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
と
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
の
な
か
で
、

あ
や
う
げ
に
生
き
る
努
力
を
す
る
若
者
た
ち
。

私
に
と
っ
て
は
ア
パ
セ
テ
ィ
ッ
ク
な
学
生
に
慣

れ
た
大
学
教
員
の
日
常
か
ら
、
ど
こ
か
ひ
た
む

き
な
彼
ら
を
受
け
止
め
る
校
長
職
へ
の
変
身
の

一
時
で
あ
る
。

そ
し
て
、
次
の
学
校
づ
く
り
は
、
市
長
の
永

年
の
夢
で
あ
っ
た
深
谷
市
で
の
大
学
、
東
都
医

療
大
学
（
仮
称
）。
専
門
と
は
遠
い
医
療
の
分

野
に
い
つ
の
ま
に
か
入
り
込
ん
で
い
る
の
も
な

り
ゆ
き
、
教
養
学
科
だ
か
ら
何
で
も
応
用
で
き

る
の
だ
と
駒
場
に
こ
じ
つ
け
て
み
た
く
な
る
。

豊
か
な
日
本
に
対
す
る
疑
い
の
中
で
、
健
康

や
長
寿
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
。
医
療
の
役

割
も
キ
ュ
ア
か
ら
ケ
ア
へ
と
い
わ
れ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

さ
ら
に
は
満
足
感
や
意
欲
ま
で
が
、
幸
福
と
い

う
タ
ー
ム
の
ま
わ
り
を
廻
っ
て
い
る
。
客
観
性

再
現
性
を
旨
と
す
る
医
学
の
分
野
で
新
た
な
治

療
法
が
開
発
さ
れ
る
た
び
に
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

（
医
師
と
共
に
働
く
医
療
技
術
者
）
に
も
波
が

及
ぶ
。
破
綻
の
懸
念
さ
れ
る
医
療
保
険
制
度
を

支
え
よ
う
と
厚
生
労
働
省
が
動
け
ば
ま
た
、
医

療
や
保
健
の
軌
道
修
正
を
招
く
。
今
回
は
現
実

の
社
会
と
密
着
し
た
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
世
界

を
の
ぞ
き
見
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
。

お
も
し
ろ
そ
う
で
す
ね
、
と
い
わ
れ
五
年
目

に
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
笑
い
学
講
座
は
、「
笑

い
と
健
康
学
会
」
へ
発
展
し
た
。
健
康
に
優
れ

て
役
立
つ
と
み
な
が
認
め
る
笑
い
の
効
用
を
、

医
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
そ
の
課
題
で
あ
る
。

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
吉
本
興
業
と
の
お
付
き

合
い
も
六
年
目
に
は
い
る
。
百
周
年
を
迎
え
よ

う
と
す
る
こ
の
企
業
の
拠
点
、
大
阪
ミ
ナ
ミ
に

は
、
巨
大
な
は
さ
み
と
足
を
動
か
す
カ
ニ
や
づ

ぼ
ら
や
の
ふ
ぐ
ち
ょ
う
ち
ん
、
く
い
だ
お
れ
の

お
ど
け
た
人
形
の
奏
で
る
独
特
の
け
ば
け
ば
し

さ
、
お
い
し
い
食
べ
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
芸

人
世
界
の
い
さ
さ
か
古
風
な
礼
儀
正
し
さ
と
実

力
主
義
、
笑
い
を
お
く
り
出
し
続
け
る
企
業
文

化
の
原
点
は
ど
こ
か
ゆ
と
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

春
休
み
に
、
帝
京
大
学
の
欧
州
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
十
数
年
と
な
る
。

今
年
も
東
京
な
ら
真
冬
と
い
え
る
寒
さ
に
、

家
々
の
庭
先
で
ぽ
て
っ
と
桃
色
の
花
を
つ
け
る

桜
を
後
に
戻
っ
て
き
た
。
桜
の
種
類
が
違
う
だ

け
で
な
く
、
咲
く
時
期
や
植
え
方
、
刈
り
込
み

の
か
た
ち
な
ど
も
違
う
。
日
本
人
の
桜
に
対
す

る
思
い
入
れ
と
の
へ
だ
た
り
も
当
然
の
こ
と
、

む
し
ろ
道
す
が
ら
足
元
に
咲
く
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
や

水
仙
に
愛
の
想
い
を
託
す
風
土
な
の
だ
。

同
じ
よ
う
に
、
人
間
も
違
っ
て
く
る
。
よ
く

い
わ
れ
る
異
文
化
で
あ
る
。
も
っ
て
ま
わ
っ
た

言
い
方
や
、
あ
い
ま
い
な
受
け
答
え
は
誤
解
ど

こ
ろ
か
、
不
満
や
攻
撃
さ
ら
に
は
軽
視
や
軽
蔑

の
対
象
と
な
る
こ
と
は
、
存
分
に
経
験
し
て
き

た
。
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
穏
や
か
な
川
面
に
映

る
、
上
部
に
凹
凸
の
続
く
城
郭
は
、
鱗
の
よ
う

な
鎧
に
身
を
固
め
、
闇
の
中
襲
っ
て
く
る
敵
を

見
張
る
兵
士
た
ち
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
つ
ね

に
戦
闘
的
な
民
族
性
は
、
繁
栄
の
芝
居
小
屋
で

太
鼓
と
共
に
あ
だ
討
ち
に
向
か
う
浪
士
を
喝
采

す
る
調
和
的
な
日
本
の
国
民
性
と
あ
き
ら
か
に

異
な
る
。

こ
ん
な
こ
と
に
敏
感
に
な
っ
た
の
も
、
私
に

と
っ
て
今
よ
り
は
る
か
に
女
性
が
珍
し
か
っ
た

駒
場
で
の
原
体
験
に
さ
か
の
ぼ
る
。
白
髪
の
ふ

え
た
懐
か
し
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
出
会
い
、
そ

の
活
躍
を
目
の
当
た
り
に
す
る
た
び
、「
こ
と
な

り
」
の
存
在
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
認
知
し
、
こ

と
を
成
し
て
い
く
駒
場
教
養
学
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
か

と
思
う
し
だ
い
で
あ
る
。

（
教
養
学
科
七
一
年
卒
、
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
（
修
士
課
程
）、
大
学
院
総
合
文
化
研

究
科
（
博
士
課
程
満
期
退
学
））
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駒
場
友
の
会
第
五
回
総
会
の
お
知
ら
せ

日
時
：
五
月
二
四
日
（
土
）
十
七
時
よ
り

場
所
：
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　
　

プ
ラ
ザ
北
館
二
階

当
日
十
五
時
よ
り
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
す

る
予
定
で
す
。

詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

駒
場
友
の
会 

会
費
納
入
の
お
願
い

二
〇
〇
八
年
度
の
年
会
費
を
ま
だ
お
納
め

い
た
だ
い
て
い
な
い
方
が
若
干
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
年
会
費
は
、
会
員
は
四
千

円
、
会
友
は
二
千
円
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
手
続
き
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
駒
場
友
の
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。〇三

─

三
四
六
七
─

三
五
三
六

穏やかな日差しの中でゆったりと
くつろぐことのできる

フランス料理
ルヴェ ソン ヴェール 駒場
駒場友の会会員・会友の皆様がお食事の際に
注文なさったコーヒーは、支払いの際に会員
会友証を提示下さいますと無料となります。
営業時間　11 : 00 ～ 14 : 30、17 : 00 ～ 21 : 00
Tel: 03-5790-5931 / Fax: 03-5790-1902
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